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微生物によるメタン生産と嫌気メタン酸化
Biological methane production and anaerobic oxidation of methane
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光合成によって生産された有機物の多くは生態系で微生物によって分解される。その分解過程では二酸化炭素と水素ガ
スおよび有機酸が中間体として生成し、これらの物質はメタン生成菌によって代謝されメタンとなる。ほとんどのメタン
菌は二酸化炭素の水素ガスによる還元反応によってメタンを生産できる。この微生物代謝により莫大な量のメタンが地
球上で生産蓄積されている。海底に大量に埋蔵され、将来のエネルギー源として期待されているメタンハイドレートに
含まれるメタンも微生物によって生産されたものである。メタン生成代謝酵素系には 10種類以上の酵素が含まれ、その
多くが金属錯体を活性中心に含む金属酵素である。ヒドロゲナーゼと呼ばれる酵素が水素分子を活性化分解し、その還
元力が二酸化炭素の還元に使われる (1)。最終段階でメタン生産を直接触媒する酵素はメチル補酵素M還元酵素（MCR）
である (2)。硫酸塩などの電子受容体存在下ではメタンはさらに嫌気的に酸化される (3)。嫌気メタン酸化代謝はメタン生
成代謝を逆行させたようなもので、少なくとも部分的にはメタン生成を触媒する酵素がその逆反応を触媒している。最
近、結晶構造解析により MCRが嫌気メタン酸化反応を行っていることを示す重要な証拠が得られた (4)。本講演では、
微生物によるメタン生成と嫌気メタン酸化の生化学に関する最新の研究結果を報告する。
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